
絵／坂川知秋　写真／柳平和士

入っているもの

組み立て所要時間
本体：約30分
着物：1時間半以上
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つば付きネジ（×4）

動輪ゴム

ナット

用意するもの プラスドライバー（No.1）、はさみ、カッター、
木工用ボンド

注意 ふろくを組み立てる前に
必ずお読み下さい。

●とがった部品の取り扱いには十分に注意してください。けがをす
るおそれがあります。
●ネジなど、小さな部品があります。誤って飲み込まないように注意
してください。窒息などの危険があります。
●ゼンマイ部分は分解すると危険です。けがをするおそれがありま
す。絶対に分解しないでください。
●道路では遊ばないでください。交通事故の危険があります。
●ふろくは小さな子の手の届かない所にしまってください。

★使い方と注意をよく読んでから実験してください。
★安全のため、この説明書にある使い方を必ず守ってください。ま
た、使用中に破損、変形してしまった部品は使用しないでください。

ネジどめの注意
ふろくに使われているネジ

は、プラスチックにみぞを刻み
ながら入れていくタイプ。ネジ
どめに使うドライバーは、JIS
規格のNo.1のドライバーが最
適。ネジをとめるときは、ドラ
イバーをネジにしっかり垂直に
押し付けながら回す。基本は押
す力が7、回す力が3といわれ
る。精密ドライバーは回しにく
いので、グリップ径が2cmくら
いの小型ドライバーを使おう。

No.1の
ドライバー
原寸図

着物
（発泡スチ
ロールの
裏）

※箱の中には、「大人の科学magazine SHOP」のカタログも入っています。

前輪

テンプ歯車

つば付きネジ
（短）

ネジ
（×3）

茶碗

頭

ネジ巻き

腕の軸

首 右側板

お盆

左腕

右腕

右足

左足

左側板

ゼンマイ軸

補助輪

動輪おおい

逆転どめ

調節駒前輪舵

肩

大歯車

動輪歯車

回転板

テンプ

底板

バネ（首）

バネ（足）

バネ（腕）

【ミニ茶運び人形　構造図】
お盆に茶碗をのせるとスイッチオン！　ゼンマイ
を動力源にして、前進、方向転換、首振り動作を
次々に行います。

台車を組み
立てよう

1.底板に前輪を差し込んで
つば付きネジでとめる。

前輪を組み立てる。1

お盆に茶碗をのせると、テンプを止めていたストッパーがはずれ、
テンプ歯車が小刻みに回転し、人形が動き始める。茶碗を取ると、
テンプが止められ、人形も止まる。

テンプ

お盆

ストッパー

茶碗

テンプ歯車

ゼンマイ
（動力源）

前輪
（進む方向を変える）

首
（お辞儀機構
付き）

テンプと
テンプ歯車
（回転速度を
制御する）

茶碗
（茶碗をお盆にのせる
とテンプが動き出す）

腕
（テンプを止めたり、動かしたり
するスイッチの役目をする）

お盆

動輪
（ゆっくり前進する）

つば付きネジ

前輪

底板

2.前輪舵の小さな穴
に前輪の突起を通し、
底板につば付きネジ
でとめる。

つば付きネジ

前輪の突起

前輪舵の
小さな穴

前輪舵

3.バネ（足）を底板の突起に通して、つば付きネ
ジでとめる。写真のようにバネの先を前輪舵の
出っ張りにかける。

つば付きネジ

バネ（足）

底板

底板

突起

1.動輪おおいの突起を動輪歯車の黒いギアの穴に差
し込み、回転させて固定する。

後輪を組み立てる。2

4.前輪舵をスライドさせ
ると、前輪の方向が変わ
ることを確認する。

前輪舵

前輪

動輪歯車 動輪おおい

2.動輪おおいと黒いギアが
作る溝に動輪ゴムをつける。
図のように、補助輪を軸に
さす。補助輪は空回りする。

動輪歯車

へこみの
ある面

黒いギア

動輪ゴム
補助輪（透明）

3.動輪歯車を底板に
セットする。右足と
左足のパーツを底板
につける。

右足

左足

底板

動輪歯車

4.底板を手で持ち、
空中に浮かせたま
まで、動輪歯車を
指で回転させて、
スムーズに回転す
るか確認する。

補助輪は、
空回りする。 動輪歯車

動力部分を
組み立てよう

1.回転板に調節駒をはめて、つば付きネジ（短）とナ
ットでしっかりとめる。

歯車を組み立てる。1

本体を組み立てよう

テンプを組み立てる。2

つば付きネジ（短）

調節駒

ナット（回転板の凹みにはめる）

回転板

この段階では、写真のよう
にネジが真ん中にくるよう
にして、固定しておく。

逆転どめ

大歯車

2.逆転どめを大歯車の凹みにはめる。

大歯車 回転板

回転板のつめが、大歯車の
ギアにかみ合うようにセッ
トする。

3.大歯車と回転板をはめる。

4.下図のようにゼンマイ軸を通して、
右側板の穴にさす。

右側板

ゼンマイ軸

①テンプにつば付きネジをつける。②左側板にある軸
にテンプ歯車をはめる。③テンプの下端を左側板に差
し込む。④ネジでとめる。

テンプ歯車

※テンプの部品を左側板にしっかり
押さえつけながらネジどめする。こ
こがしっかりとまっていないとうま
く動かないので注意する。

左側板

ネジ

①

②

③

1.首の突起にバネ（首）
を取りつける。

首

バネ（首）

右側板

回転板

大歯車

3 .腕の軸を通し、
右側板と左側板を
合わせる。

左側板
右側板

腕の軸
（向きに注意）

底板

ネジ

ネジ

底板から本体が浮かないように、肩の
板と底板を指でしっかりはさみながら
ネジどめする。底板から本体が浮いた
状態で固定されると、ギアがかみ合わ
ずゼンマイの動力がうまく伝わらなく
なるので注意。

6.本体を底板に差し込む。この
とき、前輪舵を前の方にずらし
ながら作業する。

4.腕の軸の突起と左側板の突起に
バネ（腕）をつける。

バネ（腕）

腕の軸の突起

5.首のバネが外れないように注意
しながら、肩をつける。

テンプ

肩

頭

お盆

7.首に頭をさし、右腕と左腕を
それぞれつける。

凹み

穴

つば付きネジ（おもりの役目をする）

※奥までしっかり
しめる。

※テンプを取り
つける前に、テ
ンプ歯車がスム
ーズに回転する
か確かめる。

テンプ

2.右側板に首の突起を差し
込む。長くのびた部分を
大歯車と回転板のすき間
に差し込む。

溝

突起

突起 首

長くのび
た部分

※肩をつけるとき、テンプがはみ出
さないようにする。

※ネジをしめ
る前に、力を
入れて本体を
押し込む。

右側板 左側板

首

右腕

左腕

8.腕の先にお盆を
差し込んで、人形
のできあがり。

動かしてみよう

平らなテーブルに人形を置
く。お盆に茶碗をのせると、
人形がカタカタと音をたて
ながら動き出す。最初は
30cmほど直進する。

茶碗を取ると
停止する。

3

動作の基本は3つ
1.茶碗をのせると動き、取ると停止する。
2.決まった距離（約30cm）を直進する。
3.お辞儀をしたあと、旋回する。

ゼンマイ軸に、ネジ巻
きを差し込み、時計回
りに回してゼンマイを
巻く。かたくなるまで
回す。かたくなったら
すぐ止める。

ネジ巻き

ゼンマイ軸

茶碗をのせると
進む。

2

茶碗をお盆に戻
すと、腕が下が
り人形が動き出
す。旋回したあ
と直進して出発
地点に戻る。

茶碗をのせると旋回する。4

ゼンマイを巻く。1

底板の穴から前
輪の突起が出る
ようにする。

本体の4か所の突起が底板の穴にしっ
かりはまっていることを確認する。写真
よりもはまり方が浅いときは、そのままネ
ジをしめ続けずに、一度ゆるめてから、
本体をしっかりはめ直し、ネジどめする。

つば付きネジ（短）

大歯車

つめ

ここにすき間
がないように
する。

木工用ボンドは右写真のような
速乾タイプがおすすめ。

※ネジは、止まるま
でしめる。しめすぎ
ないように注意。

※ネジは、
止まるまで
しめる。し
めすぎない
ように注意。

※バネの上下に注意。

矢印の方向に動輪おおい
を少し回転させる。

手を放すとバネの力で元にもど
る。元にもどりにくい場合は、
このネジを少しゆるめる。

※指で逆転どめを押さえながら作業する。

ギア

※軸を通すときに、
部品がバラバラにな
ったら、右側板に押
し込むときに再度組
み合わせる。

力を入れて
押し込む。

④

バネの両端を写真のようにひっ
かけておく。

※はずれないように
左右から指ではさみ
ながら作業する。

左側板の突起

※バネ（腕）は、先に左側板
の突起（下）からはめると作
業しやすい。

人形がお辞儀をしたら茶
碗を取る。すると、腕が
上がって人形が停止する。

出っ張り

バネの先

●このふろくに使われているプラスチックの素材
すべての透明部品：HIPS 頭以外の白い部品：POM
頭（白）・肩・底板・お盆・茶碗・動輪おおい・ネジ巻き・前輪・前輪舵・調節駒（黒）：HIPS
大歯車・動輪歯車・回転板・テンプ・逆転どめ・腕の軸（黒）：POM

●このふろくに使われている金属の材質
バネ：ステンレス　バネ以外の金属：鉄　
★不要になったときは、各自治体の決まりに従って
処分してください。

底板

肩※向きに
注意する。

※バネは
この状態
のまま。

本体

※人形が動き出さないときは、裏
面のQ&Aを見よう。

※畳やカーペット
の上ではうまく動
かない。

※長時間使用しないときは、
必ずゼンマイをゆるめた状態
にしておくこと。

★注意
前輪舵を
前へずら
しながら
作業する。

突起

※茶碗を取らない限り旋回を続ける。



ネジ巻きと茶碗の追加注文
ふろくのネジ巻きと茶碗は追加注文を受け付けます。誤
って破損したり、紛失したりした場合にご利用ください。
お申し込みは、郵便番号・住所・氏名・電話番号を書
いた紙と1セットあたり500円分（送料込み）の切手を同
封の上、下記宛にお送りください。
【宛先】〒145-8502 学研大人の科学マガジン16
茶運び人形追加注文係
【〆切り】2007年11月30日（〆切り前でもなくなり次
第終了となります。お早めにお申し込みください）

●着物を着せた後
Q：お盆に茶碗を置いても動かない。
A：着物が邪魔していないか確認する。
着物を着せると腕の動きがにぶくなることがあるので、
着物を指で押して人形の体になじませ、腕の動きをスムーズにする。

Q：人形がお辞儀をしない。
A：着物の襟が邪魔していないか確認する。
着物の襟を指で広げて首の動きをスムーズにする。

●着物を着せる前
Q：お盆に茶碗を置いても動かない。
A：テンプ歯車が動くか確認する。
テンプ歯車の動きが固いときは、手でテンプ歯車を何度も
回転させてスムーズに動くようにしてみる。

A：テンプと首のバネを確認する。
肩をつけるときにテンプがはさまったり、首のバネがはずれたり
することがあるので、もう一度作り方の図を確認して、肩をつけ直す。

Q：ゼンマイを巻いても空回りして戻る。
A：底板から本体が浮いていないか確認する。
本体を底板にネジでつけるときに、しっかりと押さえないと
底板から本体が浮いてしまい、ギアがかみ合わず空回
りすることがある。底板のネジを抜いて、もう一度しっかりしめ直す。

A：肩が外れていないか確認する。
肩がしっかりはまっていないと左側板と右側板がずれてしまうので、
肩をしっかりさし直す。

Q：旋回角度をうまく調整できない。
A：前輪の動きを確認する。
前輪の戻りが悪いときは、前輪舵をとめているネジを少しゆるめてみる。

Q：首が下がったままになる。
A：バネが外れていないか確認する。
頭と肩の部品を外して、首についているバネが外れていないか確認する。

Q＆A

Q&Aホームページアドレス
http://otonanokagaku.net/magazine/vol16/description.html
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着物を作ろう

上着を作る。1

旋回の角度を調節する

A6

2.A6を縦に半分に折る。

3.A1とA2、A3を肩のところでのりづけしてつなげ、
A1ののりしろをはさんで、A6をのりづけする。

右図のような正しい軌道を描いていない場合
は、旋回角度を調整しよう。調節駒をとめて
いるネジをゆるめ、調整駒を左右に動かすと、
旋回角度（時間の長短）を変えられる。

1.旋回角度が大きい場合

2.旋回角度が小さい場合

調節駒を左にずらす。

調節駒を右にずらす。

この矢印の部分を長くして、前
輪が回転している時間を長くす
ると旋回角度が小さくなる。

動きを調節しよう

袴を作る。2

羽織りを作る。3

袖を作る。4

組み立て直して完成

A6のはみ出た部分
をはさみで切る。

はさみ込むように
のりづけ。

A8

A8

A7

A7

1.A8とA7を、それぞれ縦に半分に折ってのりづけする。

2.A8とA7を上下にずらしてのりづけする。A7の両端は、のりを
つけないでおく。

3.上着のえりの
内側にのりづけ
する。

4.えりが、それぞれ左前に
なるように重ね合わせ、の
りづけする。はみ出た部分
をはさみで切る。

6.人形の頭と腕を
取り外して、上着
をかぶせる。

B6

B2（裏）

B1（裏）

B3

B2（表）

B4

B1

C1（裏）

C3（裏）C2（裏）

C6

C7

1.B6を縦に半分に折ってのりづけし、帯を作る。

2.B6を上着のまわりに巻いて、
のりづけする。後ろの重なりは
5mm程度にして、上着が人形か
らぬけるようにする。

1.B1とB2のふちを折り返して裏にのりづけする。

2.B2を図のように折り曲げ、B3を縦に半分に折ったもので
上の部分をはさんでのりづけする。袴の前の部分になる。

3.B1を図のように折り曲げ、B4を縦に半分に折ったもので
上の部分をはさんでのりづけする。袴のうしろの部分になる。

4.袴のうしろの部分（B1）と前の部分（B2）を両脇
でのりづけする。

5 .人形に袴をか
ぶせて、上着に
そうように、B3
の両端をB4にの
りづけする。

6.B5を縦に半分に折って、のりづけする。はさ
みで5cmほどに切った帯を1本作る。帯の真ん中
に結び目を作り、幅1cmくらいになるよう両端を
切る。

7.結び目を作った帯を、袴の前
の部分にのりづけする。

1.C1、C2、C3のふちを折り返して裏にのりづけする。

3.C1、C2、C3を肩のところ
でのりづけしてつなげる。
C1ののりしろをはさんで、C4
をのりづけする。

2.C4を縦に半分に折る。

6.C5-1を縦に半分に折ってのりづけする。図のように
はさみで切って2本にする。長い方の帯の真ん中に結び
目を作り、それをもう一方の帯の中央にのりづけする。

1.A4とA5のふちを折り返してのりづけする。それぞれの
穴にA9とA10をのりづけして補強する。

2.A4の穴に右腕を通して、グレーの部分をのりづけして
袋状にする。A5も同じようにして作る。

頭と腕をそれぞれ
さす。

A4（裏） A5（裏）
A9

穴をあけ
ておく。

A10

右腕

A4 A5

頭

左腕

右腕

首

お盆

C1（裏）

C2（裏）

C4

B2

B1

頭

右腕

左腕

B3

B4

B3

B4

7.人形に羽織りをかぶせて、前の
部分に結び目をのりづけする。

この矢印の部分を短くして、前
輪が回転している時間を短くす
ると旋回角度が大きくなる。

A2

A3

A1
B1

B2

A4A5

B4

A10

A9

B3

A7※A6

B5

C7C6

C1

C2

C3

C5-1～5（※C5-2～C5-5は予備です）

C4

※このようにドライバーを本体横の穴から通
して調整する。ネジをゆるめすぎるとナット
がはずれてしまうので注意する。

旋回角度が大きいと下図のように人形が外側にずれていってしまう。

旋回角度が小さいと下図のように人形が内側にずれていってしまう。

A6

1.A1、A2、A3のふち（グレーの部分）を折り返して裏にのりづけする。

A1（裏）

4.のりが乾いたら、両脇をのりづけしてつなげる。
A2、A3をはさみ込むようにしてA6をのりづけする。

中心だけにのりづけする。

A6

A1

A2

A3（表）

A1
（裏）A2

A3

着物は、製作に1時間半以上かかるので、時間にゆとりがあるときに作ろう。はじめに
実線のところをはさみやカッターで切って、すべての部品を切りはなしておく。グレー
の部分は使用しない。※印のものは省略することができる。

A8※

※この工程は省略できる。

B6

のりづけ
しない

のりづけ
しない

5.C1とC2の間にできたゼンマイ軸の
穴のまわりに、裏からC6とC7をのり
づけして補強する。

C4

4.のりが乾いたら、両脇をのりづけしてつなげる。C2とC3を
はさむようにしてC4をのりづけする。

C4

C3

C2

C4のはみ出た部分
をはさみで切る。

のりづけ
しない

のりづけ
しない

まだのりづけしない。

左腕

のりづけする。

のりづけ
する

のりづけ
しない。

のりづけ
しない。

B5

のりづけする。

のりづけする。

着物は92ページの型紙を使うと、
好きな紙で作ることもできます。

調節駒

C4

C1

C1

A6

A1（表）

この部分は
まだのりづ
けしない。

余分な両端は切る。

余分な両端は切る。

約3cm

裏側にのりづけ。

正しい軌道
（直進→お辞儀→旋回
をくり返す。）

約30cm

※長時間使用しないときは、必ずゼンマイを
ゆるめた状態にしておくこと。

5.左前にして
のりづけする。

※重なりは3cm程度にする。

※帯は腕
の軸の真
下くらいに
つける。

※袴と帯同士は
のりづけしない。

※この工程は省略できる。

C5-1

旋回を始めるタイミングも変えられる
ゼンマイを巻くと、プログラムを初期状態
に戻すことができる。これはプログラムを
制御している回転板が、ゼンマイを巻いた
ときに前輪舵の出っ張りで止められて、い
つも同じ位置（右写真）にセットされるから
だ。したがって、茶碗をのせる前に、あらか
じめ手で回転板を回転させておくと、人形
が初めにお辞儀をして旋回を始めるまでの
距離を短くすることができる。この機構は
江戸時代の茶運び人形にも見られ、主人
が客との距離に合わせて調整していた。

矢印の方向に「カチン」と音がするまで回転
させる。1回の「カチン」につき、初めにお辞
儀するまでの距離が約2.5cmほど短くなる。

左へ

右へ

はさみ込むように
のりづけ。

A2（表）

A3

この部分は
まだのりづけ
しない。

まだのりづけしない。まだのりづけしない。

のりづけ

のりしろ

C3

C2

C3

C1

C2

ゼンマイ軸の穴

まだのりづけしない。

脇をのり
づけ。

脇をのり
づけ。

のりづけ
のりしろ

のりづけ

のりづけ

脇をのり
づけ。

前輪舵の出っ張り

B6※

※木工用ボンドの速乾タイプを使うと、作業効率が良くなる。

A2（裏） A3（裏）




